
MICRO ACEの新製品
鉄道模型マイクロエース

平成 年 月
株式会社マイクロエース

製品の仕様・価格・発売時期は予告なく変更することがありますので、予めご了承願います。

A1664205系 横浜線 7両セット
予価：21,700円(税別）

JANｺー ﾄ゙：116081 ｶーﾄﾝ内入数：12

商品形態 Nゲージ塗装済完成品（素材：ABS樹脂製 対象年齢：14歳以上 ブックケース入）

実車

商品概要
•マイクロエース電車シリーズの更なる充実
•量産先行車の特徴である2段サッシの窓を忠実に再現
•ヘッドライト、テールライト点灯。
•フライホイール付動力ユニット搭載

オプション

付属品

幅広室内灯：G0001/G0002/G0003/G0004，マイクロカプラー密連・黒：F0001

行先シール

側面2段サッシの窓が特徴の量産先行車編成

編成図

JR東日本商品化許諾済

1985(昭和60)年、国鉄は205系を登場させました。205系は国鉄で初の軽量ステンレス製車体を持ち、界磁
添加励磁制御が採用されました。最初に山手線に投入された10両編成4本は「量産先行車」と呼ばれ、側
面窓が2段サッシとされました。第5編成からは一段下降窓が採用されて印象を変えています。横浜線では
1988(昭和63)年より205系の投入が開始され、翌年には全編成が置き換わりました。1993(平成5)年に保安
装置(ATS-P)の設置工事が開始されて車両が不足したため、山手電車区に配置されていた量産先行車の
うち「ヤテ2」編成が蒲田電車区に貸し出され、7両編成化、帯色の変更を行った上で「カマ51」編成として横
浜線に投入されました。
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クハ205-2 モハ205-4 モハ204-4 サハ205-4 モハ205-6（M） モハ204-6 クハ204-2

◇

・銀色車体に緑＋黄緑帯の横浜線色
・蒲田電車区へ貸し出された編成
・サハ205-4のランボード形状の違いを再現


